
「
医
療
の
財
源
を

確
保
せ
よ
」

　

２
月
８
日
、
兵
庫
県
南
部
で
も
雪

の
降
る
中
の
衆
議
院
選
挙
は
、
多
く

の
メ
デ
ィ
ア
の
予
想
を
上
回
る
自
民

党
の
圧
勝
、
中
道
改
革
連
合
の
大
敗

（
立
憲
は
激
減
、
公
明
党
は
増
加
）

に
終
わ
り
ま
し
た
。
兵
庫
県
下
の
小

選
挙
区
で
も
連
盟
推
薦
の
自
民
党
公

認
候
補
者
が
全
員
当
選
を
果
た
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
我
が
国
が
抱
え
る
多

く
の
課
題
に
速
や
か
に
取
り
組

む
こ
と
を
有
権
者
が
選
択
し
た

結
果
と
考
え
ま
す
。
こ
れ
か
ら

の
医
療
界
に
と
っ
て
注
視
す
べ

き
は
社
会
保
障
、
特
に
医
療
の

財
源
を
ど
う
す
る
か
で
す
。
首

相
は
食
品
の
消
費
税
を
２
年
間

限
定
で
ゼ
ロ
に
す
る
意
向
の
よ
う
で

す
が
、
約
５
兆
円
の
税
収
減
を
理
由

に
医
療
へ
の
予
算
を
削
減
す
る
事
は

医
療
従
事
者
の
み
な
ら
ず
、
多
く
の

国
民
か
ら
の
同
意
を
得
ら
れ
な
い
で

し
ょ
う
。
国
の
安
全
保
障
の
一
角
を

担
う
医
療
へ
の
予
算
を
削
減
す
る
事

は
安
心
安
全
の
社
会
を
後
退
さ
せ
る

事
に
な
り
ま
す
。
必
要
な
財
源
確
保

こ
そ
政
治
の
役
割
で
あ
り
、
単
な
る

人
気
取
り
政
策
で
は
有
権
者
の
心
は

離
れ
て
い
き
ま
す
。
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■兵庫県議会自由民主党議員団との
令和８年度県予算編成に対する
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■第51回衆議院議員選挙結果
■議員対談
■郡市医師連盟だより（丹波市医師連盟）
■令和８年新年祝賀会

index

制
の
確
保
」
並
び
に
「
医
業
経
営
基

盤
の
確
立
」
等
各
種
施
策
の
実
現
の

た
め
政
治
活
動
を
展
開
す
る
。

一
．
政
治
活
動

①
県
下
首
長
・
議
員
に
対
し
て
の
ロ

ビ
ー
活
動
展
開

１
）
県
選
出
国
会
議
員
は
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
方
式
に
よ
る

２
）
郡
市
医
師
連
盟
に
お
け
る
地

方
自
治
体
首
長
、
選
挙
区
県

議
会
議
員
、
市
町
議
会
議
員

へ
の
ロ
ビ
ー
活
動
に
対
す
る

支
援

②
兵
庫
県
議
会
議
員
と
の
県
民
の
医

療
と
福
祉
を
考
え
る
会
の
開
催

（
医
療
政
策
勉
強
会
等
の
開
催
）

③
兵
庫
県
議
会
主
会
派
に
対
す
る
医

療
政
策
実
現
化
に
向
け
て
の
県
予

算
化
要
望

④
選
挙
活
動
の
展
開

１
）
第
28
回
参
議
院
議
員
選
挙
に

向
け
た
日
医
連
推
薦
候
補
者

の
選
挙
支
援
活
動
を
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
積
極
的
活
用
（
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
登
録
も
含
め
た
イ
ン
ス
タ

グ
ラ
ム
等
の
活
用
）
で
会
員

へ
の
働
き
か
け
を
強
力
に
展

開
す
る
。

２
）
各
選
挙
に
お
け
る
医
師
の
政

治
力
（
集
票
能
力
）
を
示
す

た
め
、
各
地
区
（
小
選
挙
区

等
）
で
医
政
活
動
推
進
助
成

金
等
を
活
用
し
て
医
師
連
盟

推
薦
候
補
者
の
支
援
活
動
を

強
力
に
展
開
す
る
。

二
．
広
報
活
動

　

県
民
並
び
に
関
係
団
体
に
対
し

て
、
強
く
医
師
連
盟
の
理
念
と
医
療

政
策
を
訴
え
、
理
解
を
得
る
よ
う
努

め
、
広
く
県
民
等
を
巻
き
込
ん
だ
世

論
の
形
成
を
目
指
す
。

①
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
県
民
並
び
に
関
係

　

団
体
等
参
加
の
集
会
開
催

②
医
師
連
盟
ニ
ュ
ー
ス
の
企
画
・
編

集
、
定
期
発
行
並
び
に
関
係
団
体

へ
の
配
布

③
医
師
連
盟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
紙
面

の
充
実

三
．
対
内
活
動

　

医
師
連
盟
会
員
へ
の
医
療
政
策
の

啓
発
と
そ
れ
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の

政
治
活
動
へ
の
参
画
意
識
の
昂
揚
を

図
る
。

①
医
師
連
盟
若
手
会
員
の
育
成

②
医
療
政
策
を
政
治
に
反
映
さ
せ
る

方
策
の
検
討

四
．
各
関
係
団
体
と
の
連
携
強
化

関
係
団
体
と
の
強
固
な
連
携
の
も

と
、
医
療
施
策
の
実
現
化
の
た
め
の

政
治
活
動
を
展
開
す
る
。

　

令
和
８
年
４
月
19
日
（
日
）、
兵

庫
県
医
師
会
館
で
開
催
し
、「
令
和

８
年
度
事
業
計
画
」「
令
和
８
年
度

予
算
」「
令
和
８
年
度
会
費
賦
課
徴

収
」
の
３
案
に
つ
い
て
、
原
案
通
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
令
和
８
年
度
事
業
計
画
）

医
師
の
政
治
力
強
化
を
図
り
、

も
っ
て
「
国
民
皆
保
険
制
度
の
堅

持
」、「
地
域
保
健
医
療
活
動
の
強

化
」、「
平
等
で
安
全
な
医
療
提
供
体

兵
庫
県
医
師
連
盟
定
時
委
員
総
会
議
決
事
項

①
日
本
医
師
連
盟
と
の
連
携

②
近
畿
各
府
県
医
師
連
盟
（
医
師
政

治
連
盟
）
と
の
連
携

③
兵
庫
県
歯
科
医
師
連
盟
、
兵
庫
県

薬
剤
師
連
盟
と
の
連
携

④
そ
の
他
の
関
係
団
体
と
の
連
携

（
令
和
８
年
度
会
費
賦
課
徴
収
）

一
、
会
費
の
賦
課
額

　

令
和
７
年
９
月
３
日
に
自
民
党
県

議
団
と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
令
和

８
年
度
県
予
算
編
成
に
対
す
る
最
重

点
要
望
事
項
と
し
て
、「
Ｒ
Ｓ
ウ
イ

ル
ス
母
子
免
疫
ワ
ク
チ
ン
（
ア
ブ
リ

ス
ポ
Ⓡ
筋
注
用
）
に
つ
い
て
」
市
町

に
対
す
る
補
助
の
実
現
方
を
強
く
要

望
し
た
事
項
に
つ
い
て
、
令
和
８
年

３
月
19
日
（
木
）
午
後
４
時
か
ら
県

庁
３
号
館
４
階
大
会
議
室
に
お
い

て
、
要
望
に
対
す
る
回
答
も
含
め
た

意
見
交
換
が
開
催
さ
れ
た
。

自
民
党
県
議
団
か
ら
は
、
北
野
実

（
姫
路
市
）、
前
井
ま
き
（
宍
粟
市
）、

石
川
憲
幸（
丹
波
市
）、風
早
寿
郎（
宝

塚
市
）、
大
前
は
る
よ
（
西
宮
市
）、

橘
秀
太
郎
（
豊
岡
市
・
美
方
郡
）、

谷
口
俊
介
（
神
戸
市
西
区
）、
戸
井

田
ゆ
う
す
け
（
姫
路
市
）、
松
本
裕

一
（
加
古
川
市
）、
北
川
泰
寿
（
西

宮
市
）、
伊
藤
栄
介
（
神
戸
市
中
央

区
）、
黒
川
治
（
尼
崎
市
）
の
12
名
、

県
医
師
連
盟
か
ら
は
、
橋
本
寛
委
員

長
、
三
浦
副
委
員
長
、
平
林
常
任
執

行
委
員
、事
務
局
２
名
が
出
席
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
北
野
実
自
民
党

健
康
福
祉
部
会
長
、
橋
本
寛
兵
庫
県

医
師
連
盟
委
員
長
か
ら
挨
拶
を
頂

き
、
続
い
て
県
医
師
連
盟
か
ら
の
要

望
に
対
す
る
回
答
、
懇
談
が
行
わ
れ

た
。

回　

答

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
母
子
免
疫
ワ
ク
チ

ン
に
お
い
て
は
、
令
和
８
年
４
月
１

日
よ
り
定
期
接
種
化
さ
れ
、Ａ
類
疾

病
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
予
定
で
あ

る
。

　

Ａ
類
疾
病
は
、
接
種
費
用
の
一
部

（
９
割
程
度
）
を
地
方
交
付
税
措
置

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

他
の
定
期
予
防
接
種
と
の
公
平
性
の

観
点
か
ら
課
題
が
あ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

　

ま
た
、
妊
婦
に
対
す
る
３
種
混
合

ワ
ク
チ
ン
（
Ｄ
Ｐ
Ｔ
）
接
種
に
お
い

て
は
、
そ
の
補
助
お
よ
び
勧
奨
に
つ

い
て
、
国
の
審
議
状
況
を
注
視
し
た

い
。

　

な
お
、
予
防
接
種
の
財
源
措
置
に

つ
い
て
は
、
国
に
要
望
し
て
お
り
、

今
後
も
引
き
続
き
要
望
し
て
い
く
。

　

令
和
８
年
度
兵
庫
県
医
師
連
盟
会

費
賦
課
額
を
次
の
通
り
定
め
る
。

会
費
賦
課
額

Ａ
会
員
（
年
額
）
３
，
５
０
０
円

　

Ｂ
会
員
（
年
額
）
１
，
０
０
０
円

二
、
会
費
の
徴
収
方
法

兵
庫
県
医
師
会
会
費
等
徴
収
規
程

及
び
同
施
行
細
則
に
準
ず
る
。

兵
庫
県
議
会
自
由
民
主
党
議
員
団
と
の

令
和
８
年
度
県
予
算
編
成
に
対
す
る

要
望
の
回
答
と
意
見
交
換
会

回　

答
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第51回衆議院議員選挙結果
　令和８年２月８日に第５１回衆議院議員選挙が行われた。
　兵庫県では、１２選挙区で県医師連盟が推薦した候補者１２人は、１１人が当選した。

選管最終

党派別当選者数 兵庫の比例代表党派別得票数

兵庫1区

盛 山 　 正 仁 自 元

神戸市東灘区・灘区・中央区

兵庫2区

坊 　 　 恭 　 寿 自 前

神戸市兵庫区・北区・長田区・西宮市第 2（北部）

兵庫3区

関 　 　 芳 　 弘 自 前

神戸市須磨区・垂水区

兵庫4区

藤 井　比 早 之 自 前

神戸市西区・西脇市・三木市・小野市・加西市・
加東市・多可郡多可町

兵庫5区

谷 　 　 公 　 一 自 前

豊岡市・川西市第２（北部）・三田市・丹波篠山市・養父市・
丹波市・朝来市・川辺郡猪名川町・美方郡香美町・新温泉町

兵庫6区

大 串 　 正 樹 自 前

伊丹市・宝塚市・川西市第 1（南部）

兵庫7区

山 田 　 賢 司 自 前

西宮市第 1（南部）・芦屋市

兵庫8区

青 山 　 繁 晴 自 新

尼崎市

兵庫9区

西 村 　 康 稔 無 前

明石市・洲本市・南あわじ市・淡路市

兵庫10区

渡 海　紀 三 朗 自 前

加古川市・高砂市・加古郡稲美町・播磨町

兵庫11区

山 田 　 基 靖 自 新

姫路市第 1（北部）・第 2（南部）

兵庫12区

山 　 口 　 　 壯 自 前

姫路市（旧家島、夢前、香寺、安富町）・相生市・たつの市・赤穂市・宍粟市・
神崎郡神河町・市川町・福崎町・揖保郡太子町・赤穂郡上郡町・佐用郡佐用町

選挙区 市区町名 候補者氏名 所属政党

前・新・元　別

落

小選挙区推薦候補者一覧

党　派

自　民

維　新

中　道

共　産

国　民

れいわ

社　民

参　政

保　守

みらい

減ゆ連

計

票　数

834,997

440,016

396,411

103,389

174,564

65,524

23,182

173,131

69,874

156,959

28,502

2,466,549

比　率

33.85

17.84

16.07

4.19

7.08

2.66

0.94

7.02

2.83

6.36

1.16

100

選管最終

定数

自　民

維　新

中　道

共　産

国　民

れいわ

社　民

参　政

保　守

みらい

減ゆ連

諸　派

与党系

野党系

合　計

（女性）

（39）

（1）

（8）

（2）

（8）

（0）

（0）

（8）

（0）

（2）

（0）

（0）

（0）

（0）

（68）

合計

465

316

36

49

4

28

1

0

15

0

11

1

0

2

2

465

289

249

20

7

0

8

0

0

0

0

0

1

0

2

2

289

176

67

16

42

4

20

1

0

15

0

11

0

0

-

-

176

198

34

167

8

27

8

0

2

1

0

5

0

15

465

小
選
挙
区

比
例
代
表

公
示
前
勢
力

無
所
属

選挙区
１　区
２　区
３　区
４　区
５　区
６　区
７　区
８　区
９　区
10　区
11　区
12　区

計
比　率

自　民
73,132

61,564

53,193

80,319

76,440

80,089

82,595

55,851

74,653

64,502

74,076

58,583

834,997

（  33.85）

維　新
37,038

31,427

27,693

33,170

37,113

50,579

55,833

41,880

28,978

30,258

37,119

28,928

440,016

（  17.84）

中　道
32,339

35,245

26,322

37,034

36,655

39,363

35,378

36,027

32,904

31,977

28,710

24,457

396,411

（  16.07）

国　民
16,357

12,634

14,725

14,793

13,398

17,310

19,745

13,176

14,749

12,613

15,771

9,293

174,564

（   7.08）

参　政
14,230

12,297

10,421

15,381

13,205

18,340

17,379

13,621

15,733

15,758

16,281

10,485

173,131

（   7.02）

みらい
18,982

11,254

11,066

12,511

11,238

17,791

23,052

12,519

11,489

9,778

10,761

6,518

156,959

（   6.36）

共産
10,471

9,316

8,577

8,702

8,631

9,812

11,282

10,244

7,723

6,280

6,594

5,757

103,389

（   4.19）

保　守
7,366

5,520

4,860

5,853

4,702

7,277

8,657

6,583

5,475

4,682

5,715

3,184

69,874

（   2.83）

れいわ
5,393

5,122

4,278

5,885

5,332

6,460

6,618

6,716

5,541

4,905

5,029

4,245

65,524

（  2.66）

減ゆ連
2,945

2,221

1,945

2,382

2,294

2,887

3,311

2,331

2,350

1,942

2,330

1,564

28,502

（  1.16）

社　民
2,247

1,741

1,708

2,071

2,097

2,742

2,817

1,668

1,744

1,594

1,436

1,317

23,182

（  0.94）

計
220,500

188,341

164,788

218,101

211,105

252,650

266,667

200,616

201,339

184,289

203,822

154,331

2,466,549

（        100）

比例代表の小選挙区別得票数

http://www.hyogo-ishirenmei.jp
兵庫県医師連盟 検 索医師連盟の主張や意見の広場、郡市区医師連盟の

活動などを掲載し、随時内容を更新しています。

兵庫県医師連盟
ホームページ
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岡
林
執
行
副
委
員
長
（
以
下
岡
林
）

　

今
回
の
参
議
院
選
挙
は
厳
し
い
情

勢
が
続
き
、
多
く
の
困
難
が
あ
っ
た

中
で
の
ご
当
選
、
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
ま
す
。
ご
自
身
の
努
力
が
実

を
結
ん
だ
今
、
最
も
達
成
感
を
感
じ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
は
ど
の
よ
う
な

点
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
今
回
の
選

挙
戦
を
振
り
返
っ
て
、
特
に
印
象
に

残
っ
て
い
る
出
来
事
が
あ
れ
ば
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。

加
田
参
議
院
議
員
（
以
下
加
田
）

　

私
に
と
っ
て
は
秘
書
時
代
か
ら
県

会
議
員
４
期
16
年
、
そ
し
て
参
議
院

議
員
と
な
っ
た
現
在
に
至
る
ま
で
、

長
田
区
医
師
会
の
先
生
方
に
長
年
お

世
話
に
な
っ
て
お
り
、
医
療
の
現
場

の
話
も
い
つ
も
教
え
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
去
年
の
参
議
院
選
挙
で

は
、
今
で
も
涙
が
出
ま
す
け
ど
、
長

田
区
の
三
師
会
に
呼
び
掛
け
て
い

た
だ
い
て
決
起
集
会
を
開
催
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
先
生
方
が
一
丸
と

な
っ
て
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と

が
、
私
の
大
き
な
支
え
と
な
り
、
強

い
励
ま
し
と
勇
気
を
い
た
だ
く
特
別

な
出
来
事
で
し
た
。
本
当
に
あ
り
が

た
か
っ
た
で
す
。

岡
林　

現
在
、
国
会
や
自
民
党
で
ど

の
よ
う
な
役
職
に
就
か
れ
て
お
ら
れ

ま
す
か
。

加
田　

国
会
で
は
経
済
産
業
委
員

会
、
行
政
監
視
委
員
会
、
災
害
対
策

特
別
委
員
会
、憲
法
審
査
会
の
委
員
、

自
民
党
で
は
自
由
民
主
党
副
幹
事
長

を
務
め
て
お
り
ま
す
。

岡
林　

医
療
機
関
経
営
危
機
や
診
療

報
酬
に
関
し
て
も
積
極
的
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
た
だ
き
医
療
現
場
の

声
を
国
に
届
け
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

加
田　

地
元
メ
デ
ィ
ア
や
行
政
担
当

自
由
民
主
党
参
議
院
議
員

加
田　

裕
之

兵
庫
県
医
師
連
盟
副
委
員
長

岡
林　

孝
直

H I R O Y U K I  K A D A TAKANAO OKABAYASHI

対　　　談

議　
　
　

員

者
の
間
で
は
「
県
立
病
院
は
大
変
だ

が
、
民
間
病
院
や
診
療
所
は
な
ん
と

か
な
る
の
で
は
」
と
い
っ
た
楽
観
的

な
見
方
が
根
強
く
あ
り
ま
す
。
し
か

し
、
実
際
に
は
多
く
の
診
療
所
が
厳

し
い
経
営
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
現
場

の
医
師
か
ら
も
多
く
の
切
実
な
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
岡
林
先
生
か

ら
は
「
診
療
所
で
は
物
価
高
騰
の
影

響
を
受
け
、
医
療
資
材
や
備
品
の
価

格
が
２
割
以
上
上
昇
し
て
い
る
。
人

件
費
も
確
保
で
き
ず
、
医
療
の
質
を

維
持
す
る
の
が
難
し
い
」
と
直
接
電

話
で
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
現
場
の
声
を
吸
い
上
げ
、

中
央
で
の
議
論
に
反
映
す
る
よ
う
努

め
て
い
ま
す
。
補
正
予
算
で
の
一
時

的
な
支
援
は
あ
っ
た
も
の
の
、
診
療

報
酬
の
抜
本
的
な
見
直
し
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
も
緊
急
要
望
し
ま
し

た
。
医
療
政
策
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
財
務
大
臣
へ
の
申
し
入
れ
に

参
加
し
、
民
間
病
院
・
自
治
体
病
院
・

大
学
病
院
の
赤
字
問
題
に
つ
い
て
意

見
を
述
べ
ま
し
た
。
特
に
、
財
務
大

臣
と
の
面
談
で
も
、「
診
療
所
は
な

ん
と
か
な
る
」
と
い
う
よ
う
な
楽
観

論
に
対
し
、「
現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
危
機
感
を
薄
れ
さ
せ
る
恐
れ
が
あ

る
」
と
強
調
し
、
正
確
な
現
場
の
実

態
に
基
づ
く
政
策
判
断
の
必
要
性
を

訴
え
、
診
療
所
の
赤
字
増
加
が
深
刻

化
し
て
い
る
現
状
を
訴
え
ま
し
た
。

本
年
の
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い
て

は
、
私
は
複
数
の
医
療
に
関
わ
る
議

連
に
出
席
し
、
現
場
の
先
生
方
の
意

見
を
踏
ま
え
た
積
極
的
な
発
言
を
行

い
ま
し
た
。
特
に
、「
国
民
医
療
を

守
る
議
員
の
会
」
に
お
い
て
は
診
療

報
酬
改
定
が
現
場
に
与
え
る
影
響
に

つ
い
て
問
題
提
起
し
、
医
療
従
事
者

の
声
を
中
央
に
届
け
る
重
要
性
を
強

調
し
ま
し
た
。

岡
林

以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
お
ら

れ
る
災
害
や
防
災
に
つ
い
て
お
考
え

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

加
田

私
が
政
治
家
と
な
っ
た
原
点

は
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た

際
、
地
域
の
混
乱
や
医
療
現
場
の
苦

労
を
目
の
当
た
り
に
し
、
震
災
直
後

は
、
新
聞
記
者
と
し
て
被
災
地
に
て

取
材
を
行
う
等
、
現
場
の
声
を
聞
く

中
で
行
政
や
医
療
の
連
携
の
必
要
性

を
痛
感
し
ま
し
た
。
こ
の
体
験
を

き
っ
か
け
に
、
政
治
の
道
へ
進
む
決

意
を
固
め
ま
し
た
。
長
田
区
医
師
会

の
先
生
方
と
協
力
し
、
災
害
医
療
体

制
の
構
築
、
特
に
、
長
田
区
の
医
師

会
・
歯
科
医
師
会
・
薬
剤
師
会
・
介

護
福
祉
団
体
・
行
政
機
関
が
連
携
し

て
開
催
さ
れ
る
災
害
医
療
フ
ォ
ー
ラ

ム
や
実
践
的
な
防
災
訓
練
に
積
極
的

に
参
加
し
、
現
場
で
課
題
を
共
有
し

な
が
ら
、
必
要
な
政
策
提
言
や
調
整

役
を
担
い
ま
し
た
。
地
域
医
療
の
充

実
や
防
災
対
策
の
強
化
を
中
心
に
取

り
組
み
、
現
場
の
声
を
政
策
に
反
映

で
き
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。
防
災
庁

設
立
は
、
近
年
頻
発
す
る
大
規
模
災

害
へ
の
事
前
対
策
を
強
化
し
、
被
害

の
最
小
化
と
迅
速
な
復
旧
を
実
現
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
私

は
自
民
党
防
災
庁
抜
本
的
強
化
本
部

の
事
務
局
次
長
と
し
て
、
兵
庫
県
内

の
自
治
体
と
連
携
し
、
現
場
の
声
を

反
映
し
た
要
望
活
動
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
防
災
庁
は
単
な
る
組
織
的
な

整
備
だ
け
で
な
く
、
実
効
性
あ
る
防

災
体
制
の
構
築
を
目
指
し
、
現
場
の

医
療
機
関
や
関
係
団
体
と
協
力
し
て

地
域
防
災
力
の
底
上
げ
を
図
り
ま

す
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
教
訓
を

踏
ま
え
、
災
害
発
生
時
に
は
行
政
と

医
療
現
場
が
一
体
と
な
っ
て
対
応
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
今
後
も
こ
の
経
験
を
活
か
し
、

防
災
庁
の
政
策
や
組
織
作
り
に
反
映

さ
せ
て
い
く
所
存
で
す
。
災
害
時
に

は
医
療
体
制
の
迅
速
な
立
ち
上
げ
が

不
可
欠
で
あ
り
、
医
療
と
防
災
は
切

り
離
せ
ま
せ
ん
。
特
に
Ｊ
Ｍ
Ａ
Ｔ

（
日
本
医
師
会
災
害
医
療
チ
ー
ム
）

や
医
師
会
は
、
被
災
地
で
の
医
療
活

動
の
中
核
を
担
い
ま
す
。
防
災
庁
設

立
に
あ
た
り
、
医
療
現
場
の
意
見
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
、
実
効
性
あ
る

支
援
体
制
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
今
後
は
現
場
の
医
療
従
事
者

や
自
治
体
の
意
見
を
政
策
に
反
映

し
、
よ
り
実
効
性
の
あ
る
防
災
・
医

療
支
援
体
制
の
確
立
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
令
和
９
年
度
に
は
新
た
な
施

策
の
実
施
も
予
定
し
て
お
り
、
引
き

続
き
地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、
災
害

に
強
い
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
。

岡
林

最
後
に
、
毎
年
長
田
区
の
秋

期
総
会
で
は
先
生
に
ご
講
演
を
お
願

い
し
て
お
話
を
伺
っ
て
お
り
ま
す

が
、
参
議
院
議
員
と
し
て
特
に
力
を

入
れ
て
お
ら
れ
る
政
策
分
野
や
、
今

後
注
力
し
た
い
課
題
が
ご
ざ
い
ま
し

た
ら
お
聞
か
せ
い
た
だ
け
ま
す
で

し
ょ
う
か
。

加
田

兵
庫
県
選
出
の
参
議
院
議
員

と
し
て
、
兵
庫
県
は
都
市
部
か
ら
農

村
部
ま
で
幅
広
い
地
域
が
存
在
し
、

一
次
産
業
か
ら
三
次
産
業
ま
で
多
彩

な
魅
力
を
持
つ
「
日
本
の
縮
図
」
と

も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

地
域
ご
と
に
異
な
る
健
康
課
題
に
も

目
を
向
け
る
必
要
が
あ
る
と
強
く
感

じ
て
い
ま
す
。
す
べ
て
の
県
民
が
健

康
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
こ
と
が
、
地

域
の
資
源
や
人
材
を
最
大
限
に
活
か

す
上
で
不
可
欠
で
す
。
こ
う
し
た
考

え
か
ら
、
私
は
高
齢
者
医
療
の
充
実

や
地
域
医
療
体
制
の
強
化
、
予
防
医

療
へ
の
投
資
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る

医
療
政
策
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
も
、
県
民
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
ら
れ
る
具
体
的
な
施
策
を

推
進
し
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
兵
庫
県
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
き

ま
す
。

岡
林

本
日
は
ご
多
忙
に
も
か
か
わ

ら
ず
県
医
師
会
館
に
お
越
し
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

岡林孝直県医連盟副委員長

加田裕之参議院議員
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医
師
会
へ
」
の
４
つ
の
柱
が
示
さ
れ

ま
し
た
。
地
域
医
療
の
実
情
を
踏
ま

え
た
意
見
を
中
央
へ
届
け
る
こ
と
の

重
要
性
が
述
べ
ら
れ
、
郡
市
区
医
師

会
と
県
医
師
会
と
の
連
携
を
一
層
強

化
し
て
い
く
必
要
性
が
強
調
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
近
年
の
診
療
報
酬
改
定
率

の
推
移
に
も
触
れ
ら
れ
、
物
価
や
人

件
費
の
上
昇
が
続
く
中
、
医
療
機
関

の
経
営
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い

る
現
状
が
示
さ
れ
、
さ
ら
に
外
国
人

医
療
へ
の
対
応
、
医
師
偏
在
対
策
、

新
た
な
地
域
医
療
構
想
な
ど
、
医
療

を
取
り
巻
く
政
策
課
題
に
つ
い
て
も

言
及
が
あ
り
、
県
医
師
会
と
し
て
行

政
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
地
域
医

療
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針

が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
参
議
院
議
員
選
挙
を
控

え
、
日
本
医
師
会
常
任
理
事
の
坂
本

泰
三
先
生
に
も
お
越
し
い
た
だ
き
、

懇
親
の
席
に
お
い
て
日
本
の
医
療
の

現
状
と
医
政
活
動
の
重
要
性
に
つ
い

て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
医
療

制
度
は
国
の
政
策
に
よ
っ
て
大
き
く

左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
医
療
現

場
の
声
を
国
政
へ
届
け
て
い
く
こ
と

の
重
要
性
が
改
め
て
共
有
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
日
本
医
師
連
盟
の
組
織

内
候
補
と
し
て
出
馬
予
定
の
釜
萢
敏

先
生
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
、
医
療

現
場
を
熟
知
し
た
医
師
が
国
政
の
場

で
活
動
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　

丹
波
市
医
師
連
盟
で
は
、
今
後
も

地
域
医
療
の
充
実
と
発
展
の
た
め
、

医
療
現
場
の
声
を
政
治
へ
届
け
る
医

政
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

丹
波
市
医
師
連
盟

会
長　

石
井　

敏
樹

【
丹
波
市
医
師
連
盟
】

　

丹
波
市
医
師
連
盟
で
は
、
地
域
医

療
の
充
実
と
医
療
政
策
へ
の
理
解
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
医
政

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
12
月
４
日
、
丹
波
市
医

師
連
盟
主
催
に
よ
る
「
谷
公
一
先
生

と
語
る
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当

日
は
衆
議
院
議
員
の
谷
公
一
先
生
、

兵
庫
県
議
会
議
員
の
石
川
憲
幸
先

生
、
丹
波
市
の
林
時
彦
市
長
に
出
席

を
御
依
頼
し
て
い
ま
し
た
が
、
谷
先

生
は
補
正
予
算
審
議
に
伴
う
委
員
会

出
席
の
た
め
残
念
な
が
ら
急
遽
欠
席

と
な
り
ま
し
た
。

　

語
る
会
は
丹
波
市
医
師
連
盟
か

ら
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
感
染
症

対
策
、
防
災
時
に
お
け
る
医

療
体
制
の
整
備
、
さ
ら
に
丹

波
地
域
に
お
け
る
住
民
の
健

診
お
よ
び
健
康
づ
く
り
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
地
域
医
療
を
守
る

た
め
に
は
、
医
療
機
関
だ
け

で
な
く
行
政
や
議
会
と
の
連

携
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を

主
張
し
ま
し
た
。
石
川
県
議

と
林
市
長
に
は
医
療
現
場
の

声
を
直
に
耳
を
傾
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
の
場
で
は
、

終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
、
語
る
会
に
引
き
続
き
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、

医
療
・
行
政
・
議
会
が
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
か
ら
地
域
医
療
の
課
題
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
有
意
義
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
、
地
域
の
実
情

を
踏
ま
え
た
施
策
と
し
て
県
政
・
市

政
へ
反
映
し
て
い
た
だ
け
る
も
の
と

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
６
月
26
日
に
は
丹
波
市

医
師
連
盟
通
常
総
会
を
開
催
し
、
総

会
終
了
後
の
記
念
講
演
と
し
て
兵
庫

県
医
師
会
会
長
の
八
田
昌
樹
先
生
を

講
師
に
お
迎
え
し
、「
今
後
の
医
師

会
の
展
望
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
日
本
医
師
会
執
行
部

に
お
け
る
医
師
会
運
営
の
基
本
方
針

と
し
て
、①「
地
域
か
ら
中
央
へ
」、②

「
一
致
団
結
す
る
強
い
医
師
会
へ
」、

③「
医
師
の
期
待
に
応
え
る
医
師
会

へ
」、④「
国
民
の
信
頼
を
得
ら
れ
る

前
田
啓
志
先
生

松
下
全
巳
先
生

林　

泰
志
先
生

芝　

昌
彦
先
生

大
塚
浩
之
先
生

田
中
庸
生
先
生

大
野
伯
和
先
生

中
澤
直
三
先
生

松
本
健
嗣
先
生

山
縣
憲
一
先
生

宮
﨑
直
之
先
生

丹
波
市

林　

時
彦
市
長

医
師
会
長

野
上
壽
二
先
生

兵
庫
県
議
会
議
員

石
川
憲
幸
先
生

医
師
連
盟
会
長

石
井
敏
樹
先
生

上
山
知
己
先
生

　

令
和
８
年
の
新
春
を
迎
え
、
兵
庫

県
医
師
会
新
年
祝
賀
会
が
、
１
月
８

日
（
木
）、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ

ル
「
偕
楽
の
間
」
に
お
い
て
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
は
来
賓
と

し
て
松
本
吉
郎
日
本
医
師
会
会
長
、

中
井
佳
奈
子
兵
庫
県
保
健
医
療
部
次

長
（
齋
藤
元
彦
兵
庫
県
知
事
は
鳥
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
の
公
務
に
よ
り

欠
席
）、
橋
本
芳
紀
兵
庫
県
歯
科
医

師
会
会
長
、
三
宅
圭
一
兵
庫
県
薬
剤

師
会
会
長
、
丸
山
美
津
子
兵
庫
県
看

護
協
会
会
長
、
山
口
晋
平
兵
庫
県
議

会
議
長
を
迎
え
、
兵
庫
県
医
師
会
か

ら
は
川
島
龍
一
・
空
地
顕
一
兵
庫
県

医
師
会
名
誉
会
長
、
さ
ら
に
日
本
医

師
会
か
ら
は
坂
本
泰
三
日
本
医
師
会

常
任
理
事
に
加
え
、
自
見
は
な
こ
、

釜
萢
敏
自
由
民
主
党
参
議
院
議
員
、

兵
庫
県
選
出
の
衆
参
国
会
議
員
、
県

会
議
員
、
郡
市
区
医
師
会
会
長
、
各

医
会
会
長
、各
委
員
会
委
員
長
な
ど
、

総
勢
２
０
２
名
の
出
席
を
賜
り
ま
し

た
。

　

平
林
弘
久
・
瓦
井
博
子
常
任
理
事

の
司
会
の
も
と
、
橋
本
寛
副
会
長
の

開
会
の
辞
で
新
年
祝
賀
会
は
始
ま
り

ま
し
た
。
冒
頭
、
八
田
会
長
か
ら
は

新
年
の
挨
拶
の
後
、
厳
し
い
医
療
環

境
の
中
、「
３
・
09%

」
の
診
療
報

酬
プ
ラ
ス
改
定
率
に
対
し
て
尽
力
さ

れ
た
松
本
会
長
に
感
謝
の
意
を
表
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
山
積
す
る
医

療
課
題
を
直
視
し
な
が
ら
も
、「
兵

庫
県
民
へ
の
医
療
を
さ
ら
に
前
進
さ

せ
て
い
く
」
と
い
う
不
退
転
の
決
意

を
力
強
く
表
明
さ
れ
、出
席
者
一
同
、

地
域
医
療
を
守
る
責
務
へ
の
思
い
を

新
た
に
し
ま
し
た
。

　

続
く
来
賓
挨
拶
で
は
松
本
日
本
医

師
会
会
長
よ
り
、
医
療
提
供
体
制
の

確
保
に
向
け
た
１
・
４
兆
円
の
補
正

予
算
が
組
ま
れ
た
こ
と
に
言
及
し
、

ご
尽
力
い
た
だ
い
た
自
由
民
主
党
の

国
会
議
員
の
方
々
へ
の
感
謝
の
言
葉

と
、
ご
自
身
が
本
年
の
年
男
で
も
あ

り
、「
今
年
も
様
々
な
制
度
改
革
に

エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
に
取
り
組
ん
で
い

く
」、
と
力
強
い
ご
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
中
井
兵
庫
県
保
健
医
療

部
次
長（
齋
藤
知
事
、挨
拶
を
代
読
）、

山
口
兵
庫
県
議
会
議
長
、
橋
本
兵
庫

県
歯
科
医
師
会
会
長
の
ご
祝
辞
の

後
、
三
宅
兵
庫
県
薬
剤
師
会
会
長
の

乾
杯
の
ご
発
声
で
新
年
祝
賀
会
が
始

ま
り
ま
し
た
。
歓
談
の
時
間
で
は
、

各
テ
ー
ブ
ル
や
フ
ロ
ア
の
至
る
所
に

お
い
て
、
有
意
義
な
意
見
交
換
を
行

う
姿
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
は
三
浦
一
樹
副
会
長
が
、
ご

多
忙
の
中
ご
臨
席
い
た
だ
い
た
皆
様

へ
の
謝
辞
と
、
本
年
の
兵
庫
県
医
師

会
の
さ
ら
な
る
発
展
を
祈
念
す
る
閉

会
の
辞
を
述
べ
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
中
で
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。

挨拶する八田昌樹県医会長

県議会各派代表議員の方々 当日出席の国会議員の方々

医
療

の
場

い
て

ま
し

後
も

た
め
、

護
協
会
会
長
、
山
口
晋
平
兵
庫
県
議

療
課
題
を
直
視
し
な
が
ら
も
、「
兵

後
、

乾
杯

ま
り

各
テ

お
い

う
姿

最
後

兵
庫
県
医
師
会　
　
　
　
　

新
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